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研究 ジェ  

▶ 2022 研究プロジェ 成 ────────────────────── 

学際的 先駆的ジェンダー研究を目  

ジェンダー研究所は 2015 年以 、グローバル女 リーダー育成研究 構の中 的な研究 関として
的ジェンダー研究に り できた。その であるジェンダー研究センターは、国際的なジェン

ダー研究のネットワークにおける ジ における な として活動し、21 COE プログラム
ジェンダー研究のフロン （2003 2007 年度）をはじめとした研究プロジェクトを じて く

注目を めてきた。ジェンダー研究所はこの研究成果を き つつ、 的な学 に られない
学際的で 的なジェンダー研究を している。ジェンダー研究所は、 ジ におけるジェンダー研究
の を目指し、国際的な共 研究と、その成果発信を 的に進めており、 された研究成果を
く社会へ還元していく。 

 
先 的な研究を推進 学術 ー を構  

ジェンダー研究所は、（ ）IGS 研究プロジェクト、（ ）外部資 研究プロジェクト、（ ）海外の
成 によるプロジェクトにおいて、 的な研究を推進している。とり け IGS 研究プロジェクトでは
学内研究員、 員研究員、研究協力員の協力を得ながら い学術ネットワークを構築し、その成果を意

的に発信している。2022 年度もそれ れの研究 において研究会や 開セミナー、国際シンポジウ
ムを実施した か、成果 の刊行、国際共 研究や国際ネットワークの構築に り だ。 

今年度は 3 年 りに、 ジ 大学 大学（AIT）における 交流（本報告 62 63 ）を
対面で実施することができた。また、研究所 ンバーらは の か、学会発 、外部 などを
活発に行った。 のプロジェクトの研究 については、本報告 18 23 を していただきた
い。 

国際 ン ジ ム IGS セ ー 研究 の と学術 ジェンダー研究 の  
研究 におけるシンポジウムやセミナーの開催と、 ジェンダー研究 の刊行により、成果発信に

力を れた。 

今年も新型コロナウイルス感染症の により Zoom を 用したオンラインでのイ ント実施が 続
されたが、国際シンポジウムやセミナーのうち どは イ リッ ないし対面のみで実施した。オ
ンラインでの企画には、 お茶の水女子大学に を ことができないような い に しても
らうことができるという があり、対面実施であれ イ ント 後に なデ ス ッシ ンを

続できるという さがある。今後も企画内容に じて な開催方 をとりたいと考えている。 

ジェンダー研究所の学術誌 ジェンダー研究 は第 25 が 2022 年 7 に刊行された。今 は、
4 本と特 2 本から成る特 「ジェンダーの に基 く 術 研究の 在」の か、 5

本、 17 本という構成において発行された。今 の特 は、ジェンダー・フェミ ムの におけ
る 術 研究の で 的な研究を行ってきた 本学教 ・本誌 員の協力を得たもので
ある。 は 年度、 ー でのシンポジウムを企画してくださり、次いで本 の特 の責任

者になってくださった。ジェンダー研究所が⻑年、学内外で ってきた学術ネットワークの一つの成
果といえるだろう（本報告 68 70 ）。 
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ジェンダー研究所事業報告書 

2022 研究プロジェ   

（ ）IGS 研究プロジェクト 

「 ジ におけるジェンダーと 」研究 

「 ジ の 的女 動」研究 

資本と のジェンダー  

・ ・ におけるジェンダー  

グローバル・ バナンスの 容と国 の 構築におけるジェンダー 

（ ）外部資 研究プロジェクト 

学研究 基 研究 B（ 18H00817） 
女 の 画の 国会 員・ への ・ リング調査 

学研究 基 研究 B（ 20H01468） 
新 ジ における IT-BPO の国際 業の成 とジェンダー 

学研究 基 研究 B（ 19H01578） 
の国際 業における日本の 事・ 者の 的系 と  

学研究 基 研究 C（ 19K12604） 
ジェンダークオータの 学 制度 と  

学研究 基 研究 C（ 19K12603） 
における 女 の 力 グローバル・シ のジェンダー  

学研究 手研究 B（ 17K13298） 
「からゆきさ 」にみる 動・ ・ 力の  

研 国際共 研究 基 （国際共 研究 B） （ 21KK0033） 
社 の中国 における 活 の とジェンダー 

 
（ ）海外の 成 によるプロジェクト 

ルウェーリ ー ウンシル（287699） 
INTPART 「ジェンダー 等／ダイバーシ ルウェー・日本共 研究」 

ルウェー高等教育国際 推進 関 Diku（UTF-2020/10135） 
UTFORSK「 ルウェーと日本におけるジェンダー 等およびダイバーシ 教育」 
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研究 ジェ  

（ ）IGS 研究プロジェクト 

IGS 研究プロジェ  
 「 アジア るジェンダーと 」研究 

研究 当 申 （IGS 教 ） 

共 研究者 まり（上 大学教 ）、ス ール （元 大学特任 教 ）、 
理（Stand by Women ）、Soo-hyun Kwon（Sogang University） か 

 
ジ はその 発展の成果により国際的に注目されているが、 の の は一 で

はない。本研究プロジェクトでは、日本と 国、 の 員を対 とした ン ート調査による国際
を行ない、 ジ において、女 の を 上または げる は か、 制度

におけるジェンダー を実 させるにはどのようにしたらよいかを する。 
 

IGS 研究プロジェ  
アジアの 的女性 動 

研究 当 大 （IGS 教 ） 

 
今日の女 動は、 上や 、 共交 関、大学 ンパス、 、ジ ーナリ ム、 イバー
間など、さま まな で実践され、 解 に けた国際的 と クシ ンを み している。本

研究は ジ におけるそのような 的女 動の展開について考 するものである。 的には
（1）ILO「 事 者のためのデ ーセント・ワークに関する 」（第 189 ）に関 する
動、（2） 事 をめ る女 たちの 動、（3）中国の女 者たちのトランスロー ル/トランスナ
シ ナルな 動に目を ける。 

 
IGS 研究プロジェ  
資本と のジェンダー  

研究 当 大 （IGS 教 ） 

共 研究者 理子（IGS 員研究員）、 （IGS 研究協力員/専 大学 教 ） 

 
本プロジェクト「資本と のジェンダー 資本 の と される 」は、グロー

バル 以 の資本の中 の を する。 ス ・ ッセンの「 expulsions」 念
に 目して、 の の や ／ の 念では把握 な「 」の「 態 」をジェンダ
ーの から する。 
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ジェンダー研究所事業報告書 

（ ）IGS 研究プロジェクト 

IGS 研究プロジェ  
性・ ・ るジェンダー  

研究 当 本新 （IGS 特任 ） 
 

本研究プロジェクトは、開国以 に海外へ し、 で をしていた女 たち（「からゆき
さ 」）の を の から らかにすることを目的としている。「からゆきさ 」について
は の のみに注目されがちだが、女 たちの の と 関する「 」として え
る があり、女 たちの を に れて考 していきたい。 

 
IGS 研究プロジェ  
グローバル・ バ ン の と国 の 構 るジェンダー 

研究 当 本 子（IGS 特任 ） 
 

本研究プロジェクトは、グローバル 構 が 容する中で、日本がいかに国際ジェンダー 等
規 と交 しつつ、内的ジェンダー との を 制しながら「 進国」としての特 的 や国内
における 力の を しようとしているかを、 に や外交 へのジェンダー／フェミ

ムの導 について しようとするものである。 
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研究 ジェ  

（ ）外部資 研究プロジェクト 

学研究 研究 （課 18 00817） 
女性の の 国 ・ の ・ アリング  

研究 当 申 （IGS 教 ） 研究 者  

研究 者 まり（上 大学教 ） 

間 2018 2022 年度（ ⻑） 

 
本研究は「女 の 画に対する 」を国会 員および の 支部への調査を じて
らかにする。女 員が ない原 に関してはすでに国内外で研究の があり、 合的な によっ

て女 者の が 制されていることが かっている。中でも大きな となっているのが、「 の
者リクルート ントと 定過 」である。本研究はそこに をあて、 調査とインタ ー

調査を み合 せることで、な 女 が されることが ないのか、どこに があるのかを特定
する。これまで海外の研究で指 されているジェンダー・ス オタイプ、 の ・ ーシ ル・ネ
ットワーク、成 の過大 、 在 者への 得方 の 女 などについて、それらはどの 度の

力を日本では っているのか、 、 方 はどのように られるのかを らかにする。 
 

学研究 研究 （課 20 01468） 
アジア る I - O の国際 の成立とジェンダー 

研究 当 大 （IGS 教 ） 研究 者 、 理子（IGS 員研究員） 研究 者  

研究 者 （ 大学教 ） 

間 2020 2022 年度 

 
本共 研究は、IT-BPO の実 研究と国際 によって、 ジ についての新しい国際 学を

構築するものである。 的には IT-BPO 業の新国際 業の成 にともなう女 の 力の と、
成⻑の果実としての中間 の成⻑と 、 の進展、さらにはこうした 社会の 容が、 国の

に える を国際 から する。 
 

学研究 研究 （課 19 01578） 
の国際性 る 本の ・ ア の 的 と  

研究 当 大 （IGS 教 ） 研究 者 、 子（IGS 研究協力員/ 国 大学 教 ）
研究 者  
研究 者 定 （ 女学 大学教 ） 

間 2019 2022 年度（ ⻑） 

 
本研究は、 の国際 業が進展する日本において、次の に を当て実 的に する。

第一に 的 からの 用 企業 者の 対 的な関 、第 に 事・ 者が す
る限定的社会関 資本から する行 や 合行 によって、 者を り く制度の 容。 
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ジェンダー研究所事業報告書 

（ ）外部資 研究プロジェクト 

学研究 研究 C（課 19 12604） 
ジェンダー ータの 学 化と  

研究 者 申 （IGS 教 ） 
間 2019 2022 年度（ ⻑） 

 
会のジェンダー な を確 するために導 されたジェンダー・クオータ（女 者 当

制）の 果とその制度が女 の 的 に す を する。事 として り上げる 国は、
2000 年 から の 者の一定 合を女 に当てるクオータ制度を導 した。しかし、クオー
タが実施されて 15 年が た 在も女 員は 20 に ら 、 行クオータ制度に が されてい
る。 行研究では、クオータ制度が 果を せない理 の一つに、 会の が かされること
への 、すな ち、クオータ・バックラッシ が指 されている。本研究は、過去 15 年間の

データ び 関 者や女 員への き り調査を じて、クオータ制度の実施 、クオータ
で当 した女 員の 的 リ パス び の 過 を し、クオータ導 後に れたクオ
ータ・バッシングの を らかにすることで、 国でクオータ制度が な 果を発 できない原
を解 するとともに国際 のための理 構築を目指す。 

 
学研究 研究 C（課 19 12603） 

る 女性の 「グローバル・ ティ」のジェンダー  

研究 者 大 （IGS 教 ） 

間 2019 2023 年度（ ⻑） 

 
本研究は、 社会において なる 女 による 力がどのように されてきたかを、

中国 事 者と外国 事 者およびその 用 を対 としたオーラル・ ストリーの き り
から らかにするものである。 が 業 から ジ の ・ ー スの中 を
成す「グローバル・シ 」へと した は、外国 の 事 者の け れが 大していくとと
もに、 に に をもつ中国 女 の 力 に が じた と なる。1980 年 か
ら今日までの の社会 構 の 動において、トランスナシ ナルにあるいはトランスロー ルに

動して 事 者になった女 たちはどのように け れられたのか。 なる の い手たち（
女 ）と け手たち（ 用 ）の「 の 」を じて の の をとらえたい。 
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研究 ジェ  

（ ）外部資 研究プロジェクト 

学研究 研究（ ）（課 17 13298） 
 「 き 」 る 動・性・ の  

研究 者 本新 （IGS 特任 ） 
間 2017 2022 年度 

 
本研究は、開国以 に海外へ し、 で をしていた女 たち（「からゆきさ 」）の

を 的に らかにするために 2 つのネットワークの解 を目的とする。ネットワークの つは
者 のネットワークであり、もう つは女 たちの関 のネットワークである。女 の 動に

は な を った が関 っていたが、その実態は だ な部 が い。また 動によって女
たちが元 していた関 と 動 で構築しなけれ ならなかったネットワークについても

していきたい。 
 

研 国際 研究 （国際 研究 化 ）（課 21 0033） 
の 国 る の 化とジェンダー 

研究 当 大 （IGS 教 ） 研究 者  

研究 者 （大 大学教 ） 

間 2021 2024 年度 

 
本研究は 研 ・国際共 研究 基 （国際共 研究 （B））を け、2021 年 12 から 2025 年

3 にかけて実施される国際共 研究のプロジェクトである。 社 （1950 年 70 年 ）の中国
における 活 の とジェンダーについて、資 のあり方に 目して、実 的に する

ことを目的とする。 

中国 では、1949 年の「 定 」や 50 年の「 」「 」の 、また 社制度
の展開により、 的な の が進められるとともに 女 等の制度的基 が構築されていった。
ところが、 への の 度の 女 （ に対する女 の 在も）、 や水 施
などの共 資 への クセスに女 と とでどの 度 いがあったのかなど、 な は い。さら
に 共 や 所の 実的な 用 、 事や など の 業についても、研究の

部 になっている。 

以上のことから、 における 社 の資 のあり方を解 すること、 内外に
おける ・ の 力 の実態を考 し、「 」や「 」の 力関 や規 にどのような

ら があったのかを解 すること、 さらに と関 する として、国 ルの指 や 画
育が基 社会における 活 に えた を解 する。 
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ジェンダー研究所事業報告書 

（ ）海外の 成 による研究プロジェクト 

ル ェーリ ー ン ル（287699） 
IN  「ジェンダー ダ バー ティ ル ェー・ 本 研究」 

研究 当  
クン 子（お茶の水女子大学理事・ 学⻑ 本学 ） 

⼾⾕陽子（IGS 所⻑／基 研究 学系教 ） 
子（IGS 研究員／基 研究 間 学系教 ） 

原 （リ ー ・ ミ スト ーター 事務 ） 
デ ク（国際教育センター ／ 大学 ） 

（IGS 研究協力員） 
子（IGS 研究協力員／ 大学フ イナンシ ル・ジェロントロジー研究センター特任 ） 

間 2019 2022 年度 

 
ジェンダー 等とダイバーシ に関する、NTNU ジェンダー研究センターとの共 プロジェクト。
ルウェーと日本のジェンダー 等およびダイバーシ の について理解を め、社会・ ・

・ 的 を含めて ・考 する国際 研究し、 と についての理解を めることを
じて、新たな を得ることを目指す。 当研究者が、それ れの専 に って ルウェーの研

究者と で研究を進める（本報告 56 ）。 

 
ル ェー 教育国際 推進機 i u（ 2020 10135） 
FO S  「 ル ェーと 本 るジェンダー ダ バー ティ教育」 

研究 当  
（グローバルリーダーシップ研究所⻑） 本学  

⼾⾕陽子（IGS 所⻑） 本学 プロジェクト・コーデ ネーター  
クン 子（理事・ 学⻑） 
デ ク（国際教育センター ／ 大学 ） 

（グローバルリーダーシップ研究所特任 ） 
原 （リ ー ・ ミ スト ーター） 
ルウェー 学 術大学（NTNU）ジェンダー研究センター研究者 
間 2021 2025 年度 

 
ジェンダーおよびダイバーシ 研究教育の を高めるための新しい教育 を構築するプロジェク

ト。学 、 手研究者、教員が、パートナー大学での共 セミナーや共 指導を するなど、 が高く
活力に ちた、国際的な学びの を する。研究発 や 学 への など 手研究者への 会

や、 の共 など研究者 の 的なパートナーシップ発展につながる活動も行う。また、
SDGs のジェンダー・ダイバーシ 関 の目 成に資する成果を目指す（本報告 56 ）。 
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